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はじめに
このたびは、形ZS-MDCをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
このマニュアルでは、形ZS-MDCを使用する上で、必要な機能、 性能、 使用方法などの
情報を記載しています。
形ZS-MDCのご使用に際して、下記のことを守ってください。

・形ZS-MDCは電気の知識を有する専門家が扱ってください。
・このマニュアルをよくお読みになり、十分に理解のうえ、正しくご使用ください。
・このマニュアルはいつでも参照できるよう大切に保管ください。

■英語メッセージへの切替え方法
MENUキーを押しながら電源を入れると、メッセージ切替え画面が表示されます。

Select  Language
1 Japanese  2  English

再起動すれば、次回から英語メッセージで起動されます。
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はじめに
ご承諾事項
オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾

事項記載の条件を適用いた し ます。

1.定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

① ｢当社商品｣：｢当社｣の Ｆ Ａ システム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品

② ｢カ タ ログ等｣ ： ｢当社商品｣に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 FA システム機器総合カ

タ ログ、 セーフ テ ィ コ ンポ総合カ タ ログ、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、

その他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニ ュ アル等であっ て電磁的

方法で提供される ものも含みます。

③ ｢利用条件等｣ ： ｢カ タ ログ等｣に記載の、 ｢当社商品｣の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、

取り扱い方法、 利用上の注意、 禁止事項その他

④ ｢お客様用途｣ ： ｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部

品、 電子基板、 機器、 設備またはシステム等への｢当社商品｣の組み込み

又は利用を含みます。

⑤ ｢適合性等｣ ： ｢お客様用途｣での｢当社商品｣の （a） 適合性、 （b） 動作、 （c） 第三者の知的

財産の非侵害、 （d） 法令の遵守および （e） 各種規格の遵守

2.記載事項のご注意

｢カ タ ログ等｣の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

① 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値

および性能値の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

② 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証

する ものではあ り ません。

③ 利用事例はご参考ですので、 ｢当社｣は｢適合性等｣について保証いた しかねます。

④ ｢当社｣は、 改善や当社都合等によ り、 ｢当社商品｣の生産を中止し、 または｢当社商品｣の仕

様を変更する こ とがあ り ます。

3.ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

① 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

② お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く

だ さい。 ｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。

③ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置さ

れている こ と をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

ご承諾事項
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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④ ｢当社商品｣をご使用の際には、 （ⅰ） 定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利

用、 冗長設計などの安全設計、 （ⅱ） ｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最

小にする安全設計、 （ⅲ） 利用者に危険を知らせるための、 安全対策のシステム全体と し

ての構築、 （ⅳ） ｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、 の各事項を実施し て く

だ さい。

⑤ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。

従いま し て、 次に掲げる用途での使用は意図し ておらず、 お客様が｢当社商品｣を これら

の用途に使用される際には、 ｢当社｣は｢当社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。

ただ し、 次に掲げる用途であっ て も 「当社」 の意図し た特別な商品用途の場合や特別の

合意がある場合は除きます。

（a） 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、

鉄道設備、 昇降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及

び う る用途）

（b） 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運

転システム、 決済システムほか権利 ・ 財産を取扱う用途など）

（c） 厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、

電磁的妨害を被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

（d） ｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

⑥ 上記3. ⑤ （a） から （d） に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二

輪車含む。 以下同じ） 向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで く

だ さい。 自動車搭載用商品については当社営業担当者にご相談 く だ さい。

4.保証条件

｢当社商品｣の保証条件は次のとお り です。

① 保証期間 ： ご購入後 １ 年間といた し ます。 （ただ し｢カ タ ログ等｣に別途記載がある場合を

除きます。）

② 保証内容 ： 故障し た｢当社商品｣について、 以下のいずれかを｢当社｣の任意の判断で実施

し ます。

（a） 当社保守サービス拠点における故障し た｢当社商品｣の無償修理 （ただ し、 電子 ・ 機構

部品については、 修理対応は行いません。）

（b） 故障し た｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供

③ 保証対象外 ： 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

（a） ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用

（b） ｢利用条件等｣から外れたご利用

（c） 本ご承諾事項｢3. ご利用にあたっ てのご注意｣に反するご利用

（d） ｢当社｣以外による改造、 修理による場合

（e） ｢当社｣以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

（f） ｢当社｣からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

（g） 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）
3
ZS-MDC
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5.責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 ｢当社商品｣に関する保証のすべてです。

｢当社商品｣に関連し て生じ た損害について、 ｢当社｣および｢当社商品｣の販売店は責任を負い

ません。

6.輸出管理

｢当社商品｣または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に

関する日本および関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場

合には、 ｢当社商品｣または技術資料をご提供できない場合があ り ます。
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と ですので必ず守っ て く だ さい。

1.設置環境について
･引火性、 爆発性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

･操作や保守の安全を確保するため、 高電圧機器や動力機器から離し て設置し て く だ さ

い。

2.電源および配線について
･定格電圧 （DC24V±10%） を超える電圧や交流電源を使用し ないで く だ さい。

･電源の逆接続はし ないで く だ さい。

･オープン コ レ ク タ出力は、 負荷を短絡させないで く だ さい。

･負荷は定格以下で使用し て く だ さい。

･高圧線、 動力線と当製品の配線は別配線と し て く だ さい。 同一配線あるいは同一ダク

ト にする と誘導を受け、 誤動作あるいは破損の原因になる こ とがあ り ます。

3.対応規格
･EC指令 　 2004/108/EC （2016年4月19日まで）

･EU指令 　 2014/30/EU （2016年4月20日以降）

･EN61326-1

･Electromagnetic environment : Industrial electromagnetic environment (EN/IEC 61326-1

Table 2)

･本製品は、 イ ミ ュニテ ィ 試験において、 以下の条件を適用し ています。

: 電磁妨害を受けている間、電圧・電流出力は±3%F.S.以内で変動する場合があ り ます。

4.その他
･本製品を分解し た り、 修理、 改造し た り し ないで く だ さい。

･廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

安全上の要点
5
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製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て

く だ さい。

1.設置場所について
次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

･周囲温度が定格の範囲を越える場所

･温度変化が急激な場所(結露する場所)

･相対湿度が35～85%RHの範囲を超える場所

･腐食性ガス、 可燃性ガスがある場所

･塵埃、 塩分、 鉄粉がある場所

･振動や衝撃が直接加わる場所

･強い外乱光 （レーザ光、 アーク溶接光など） があたる

･直射日光があたる場所や暖房器具のそば

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

･強磁界、 強電界がある場所

2.電源および接続、 配線について
･市販のスイ ッ チングレギュ レータ をご使用の際は、 FG端子を接地し て く だ さい。

･電源ラ イ ンにサージがある場合、 使用環境に応じ てサージアブ ソーバを接続し てご使

用 く だ さい。

･配線後は電源を投入する前に、 電源の正誤、 負荷短絡などの誤接続の有無、 負荷電流

の適否について確認を行っ て く だ さい。 誤配線などで故障するおそれがあ り ます。

･周辺機器の着脱は、 必ず電源を切った状態で行っ て く だ さ い。 電源ONのまま行 う と

故障の原因にな り ます。

･本書で指定し たセンサコ ン ト ローラ と組合わせて使用し て く だ さい。

使用上の注意
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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3.マルチコ ン ト ローラの設置方向

4.ウォームア ッ プについて
電源投入後、 30分以上経過し てから ご使用 く だ さ い。 電源投入直後は回路が安定し て

いませんので、 計測値が徐々に変化する こ とがあ り ます。

5.保守点検について
マルチ コ ン ト ローラの清掃には、 シンナー、 ベンジン、 アセ ト ン、 灯油類は使用し な

いで く だ さい。

放熱を良 く するため、 次の方向のみで設置し て く だ さい。

次のよ う な向きでは設置し ないで く だ さい。
7
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このマニュアルの読み方

ページフ ォーマ ッ ト について

大見出し

大見出しの概要

中見出し

章番号と大見出し

イ ンデ ッ クスラベル

設定項目までの
階層移動

補足説明

知ってお く と便利なこ とや参照ページなどにはマーク を

つけて紹介し ています。

※このページは存在し ません

中見出しの概要

選択肢の説明

章番号と章タ イ ト ルを示し

ています。
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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■ 記号の意味
マルチ コ ン ト ローラの液晶画面に表示される メ ニュー項目や、 パソ コ ン上に表示され

るウ ィ ン ド ウ、 ダイアログなどは、 [ 　 ]で囲んで表記し ています。

■ マークの意味

操作する上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ドバイスなど、 その性能について特に大切な

ポイ ン ト がま とめられています。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と を示し ています。
9
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マルチコ ン ト ローラの特長
マルチコ ン ト ローラは、 複数のセンサコ ン ト ローラからデータ を取得、 演算する専用のコ

ン ト ローラです。 オールデジ タルによるデータ劣化のない演算処理能力と、 すぐれた操作

性 ・ 利便性を備えています。

(1) 9 台のセンサコ ン ト ローラに対応

連結されたコ ン ト ローラ間の演算処理ができます。 最大で 9 台までのセンサコ ン ト

ローラ情報を収集 ・ 演算できるため、 多点計測のアプ リ ケーシ ョ ンに最適です。

(2) 多彩な演算機能を搭載

挟み込み厚み、 段差、 平均など、 専用の演算式を設定 メ ニ ューに用意し ま し た。 さ

らに、 最大 4 種類の演算式を 「タ ス ク」 と し て記憶させてお く こ とができ るため、

ワークの う ねり ・ たわみ ・ ねじれ ・ そ り など、 高度な演算を伴 う 多点計測のアプ リ

ケーシ ョ ン も簡単に実現できます。

設定項目一覧 　 p.3-9

(3) オールデジ タルの演算処理

コ ン ト ローラ情報を、一括し てデジ タル演算処理し ます。多点計測のアプ リ ケーシ ョ

ンにおいても、 劣化のない計測結果を出力できます。
ZS-MDC
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(4) センサコ ン ト ローラ と共通サイズ

・センサコ ン ト ローラ と共通のコ ンパク ト なサイズで、 設置の自由度を高めま し た。

外形寸法図 　 p.5-6

・センサコ ン ト ローラ と同様のフ ィ ルタやホール ド など豊富な処理機能を搭載、 アプ

リ ケーシ ョ ンに対応し た演算処理が可能です。

設定項目一覧 　 p.3-9

(5) USB 接続

マルチコ ン ト ローラに USB ポー ト （Full-Speed USB2.0 仕様に準拠） を標準装備し ま

し た。 センサコ ン ト ローラ間の演算結果を、 簡単にパソ コ ンに取込めます。

(6) 「スマー ト モニ タ Zero」

センサコ ン ト ローラ （形 ZS-LDC □□ A） に同梱されている設定 ・ モニ タ リ ングソ フ

ト 「スマー ト モニ タ 　 Zero」 で、 マルチ コ ン ト ローラの設定やデー タ表示、 連結さ

れた全コ ン ト ローラ状態の一括監視ができます。

オプシ ョ ンの 「スマー ト モニ タ Zero Professional」 を使えば、 連結されている全コ ン ト ローラの計測値

をロギングできます。
1-3
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マルチコ ン ト ローラでできる こ と

● ワークの厚みを複数箇所で計測できる

ワーク を挟み込むよ う にセンサヘ ッ ド を配置し て厚みを計測できます。1箇所だけでな

く 複数箇所で計測し た結果の差を演算できます。

● ワークの段差が計測できる

複数のセンサコ ン ト ローラの計測値を演算し て、 ワークの段差を計測できます。

● ワークの平均高さが計測できる

複数のセンサコ ン ト ローラの計測値を演算し て、 ワークの平均高さ を計測できます。
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● ワークの平坦度が計測できる

複数のセンサコ ン ト ローラの計測値を演算し て、 ワークの平坦度を計測できます。

● ワークの歪みが計測できる

複数のセンサコ ン ト ローラの計測値を演算し て、 鋼板などの うねり ・ たわみ ・ ねじれ ・

そ り を計測できます。

● 多点の計測データ を一括し て取得できる

通信コ マン ド を使えば、 連結されているセンサコ ン ト ローラの計測結果を一括し て取

得できます。

デジ タル出力について 　 p.3-17

さ らに、 別売のスマー ト モニ タZero Professionalで、 計測結果を一括デジ タル表示 ・ 一

括ロギングさせる こ とができます。
1-5
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さ らに、スマー ト モニ タZeroを イ ンス ト ールし たパソ コ ンをマルチコ ン ト ローラに接続す

る と、 次のこ とができます。

● 連結されているセンサコ ン ト ローラの設定ができる

各センサコ ン ト ローラの計測条件の設定、 および設定内容の保存／読出し／コ ピーを

実行できます。

● 連結されているセンサコ ン ト ローラの状態が監視できる

各センサコ ン ト ローラの運転状態を、 一括し て監視できます。 また、 別売のスマー ト

モニ タZero Professionalで、 それぞれの波形を同時に表示する こ とができます。

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

＊画面イ メ ージは、 実際の商品と異なる こ とがあ り ます。

＊画面イ メ ージは、 実際の商品と異なる こ とがあ り ます。
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基本構成
ZSシ リーズの基本構成を次に示し ます。

p.2-5
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各部の名称と機能
マルチコ ン ト ローラの各部の名称と機能を説明し ます。

(1) レーザ点灯 LED

点灯し ません。

(2) ゼロ リ セ ッ ト LED

マルチコ ン ト ローラでゼロ リ セ ッ ト 設定時に点灯し ます。

(3) ENABLE LED

マルチコ ン ト ロ－ラが計測可能時に点灯し ます。

計測不能時 （演算対象 CH のセンサが受光量過大または不足、 計測範囲外、 センサ

ヘ ッ ド 未接続、 FUN モー ド非測定時） は消灯し ます。

(4) メ イ ンデジ タル

演算し た計測値を表示し ます。

(5) サブデジ タル

し きい値や計測時の補助的な情報を表示し ます。

(6) 液晶画面

RUN モー ド ：デジ タル表示の補足や表示関連の設定メ ニューを表示し ます。

TEACH モー ド ：し きい値を設定するためのメ ニューを表示し ます。

FUN モー ド ：計測条件設定メ ニューを表示し ます。

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

(6) 液晶画面

(1) レーザ点灯LED
(2) ゼロ リ セ ッ ト LED
(3) ENABLE LED

(4) メ イ ンデジ タル

(5) サブデジ タル

(7) 操作キー

(8) モー ド切替スイ ッ チ(9) し きい値選択スイ ッ チ

(11) PASS LED
(10) LOW LED

(12) HIGH LED

(17) USBポー ト

(13) 連結部

(14) RS-232Cコネク タ

(15) 電圧／電流切替スイ ッ チ

(16) 入出力コー ド
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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(7) 操作キー

計測条件などを設定するための操作キーです。 操作モー ド によ っ て、 操作キーの機

能が変わり ます。

表示とキー操作 　 p.3-5

(8) モー ド 切替スイ ッ チ

モー ド の切替を行います。

RUN モー ド ：通常計測する と きに選択し ます。

TEACH モー ド ：判定し きい値を設定する と きに選択し ます。

FUN モー ド ：計測条件を設定する と きに選択し ます。

(9) し きい値選択スイ ッ チ

HIGH または LOW どち らのし きい値を設定 （または表示） するかを選択し ます。

(10) LOW LED

「計測値＜ LOW し きい値」 時に点灯し ます。

(11) PASS LED

「LOW し きい値≦計測値≦ HIGH し きい値」 時に点灯し ます。

(12) HIGH LED

「HIGH し きい値＜計測値」 時に点灯し ます。

(13) 連結部

センサコ ン ト ローラ と接続する コネク タ です。

(14) RS-232C コネク タ

USB ポー ト のないパソ コ ン と接続する と きに、 RS-232C ケーブルを接続し ます。

(15) 電圧／電流切替スイ ッ チ

電圧出力と電流出力を選択し ます。

このスイ ッ チの操作は、 必ず電源を切った状態で行って く だ さい。 また電源投入前に 「リ ニア出

力線 （同軸） －リ ニアGND線」 の接続負荷が、 設定状態 （電圧または電流出力） の定格を満足す

る こ と を必ず確認し て く だ さい。 コ ン ト ローラが破損する恐れがあ り ます。

接続負荷の定格(入出力段回路図) 　 p.2-12

(16) 入出力コー ド

電源および同期センサやプ ログ ラ マブルコ ン ト ロー ラ などの外部装置 と 接続 し ま

す。

(17) USB ポー ト

パソ コ ン と接続するために USB ケーブルを接続し ます。
1-9
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第 2 章

設置と接続

設置 ・ 接続の前に 2-2
接
続
マルチコ ン ト ローラ 2-3

フ ェ ラ イ ト コ アを装着する 2-3

マルチコ ン ト ローラ を設置する 2-4

入力 ・ 出力コー ド について 2-10
2-1
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設置 ・ 接続の前に

■ 設置環境の確認
本書の 「安全上の要点」 をお読みにな り、 設定環境について確認し て く だ さい。

■ 設置場所の確認
本書の 「使用上の注意」 をお読みにな り、 設定場所について確認し て く だ さい。

■ 電源について
本製品を設置および接続する場合、 電源は必ず切っ て行っ て く だ さい。

また、 本書の 「安全上の要点」 および 「使用上の注意」 をお読みにな り、 電源および

配線について確認し て く だ さい。
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マルチコ ン ト ローラ
マルチコ ン ト ローラの設置、 入力 ・ 出力コー ドの配線について説明し ます。

周辺機器の着脱は、 必ず電源を切った状態で行って く だ さい。 電源ONのまま行う と故障の原因にな り

ます。

フ ェ ラ イ ト コアを装着する

マルチコ ン ト ローラの入出力コー ド に、 フ ェ ラ イ ト コ ア(マルチ コ ン ト ローラの付属品)を

装着し て く だ さい。

フ ェ ラ イ ト コア
2-3
ZS-MDC

ユーザーズマニュアル



2-4

第
 2

 章
設

置
と

接
続

第2章
マルチコ ン ト ローラ

zs_mdc.book  4 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
マルチコ ン ト ローラ を設置する

マルチコ ン ト ローラでは、接続されている複数のセンサコ ン ト ローラのセンシング情報を

演算できます。 センサコ ン ト ローラは最大9台まで連結できます。

センサコ ン ト ローラ と センサヘ ッ ドの詳細については、センサコ ン ト ローラのユーザーズ

マニュアルを参照し て く だ さい。

連結し たすべてのセンサコ ン ト ローラに対し て、 電源を供給し て く だ さい。

■ コ ン ト ローラ連結時のCH番号について
スマー ト モニ タZeroや外部装置から操作を行う場合、 設定対象のコ ン ト ローラ をCH番

号で選択し ます。 センサコ ン ト ローラ を複数台連結し た と きのCH番号を次に示し ま

す。

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

LD ON ZERO ENABLE

マルチコン ト ローラ

CH0

センサコン ト ローラ

CH1

センサコン ト ローラ

CH2

センサコン ト ローラ

CH3

センサコン ト ローラ

CH9
ZS-MDC
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■ DINレールの取付け
35mm幅のDINレールにワン タ ッ チで取付ける方法について説明し ます。

● 取付け

マルチコ ン ト ローラおよびセンサコ ン ト ローラ を、DINレールに取付ける方法について

説明し ます。

1. コネク タ側のツ メ を DIN レールに引っかけ

ます。

2. 入出力コ ー ド 側のフ ッ クがロ ッ ク される ま

でDINレールに押し込みます。

“カ チ ッ” と 音がする まで押し 込んで く だ

さい。

コネク タ側のツ メ をレールにかけて取付けて く だ さい。 入出力コー ド側のフ ッ ク をレールにかけて

取付ける と取付け強度が低下し ます。

DINレール （別売）

形PFP-100N （1m）

形PFP-50N （0.5m）

形PFP-100N2 （1m）

エン ド プレー ト （別売）

形PFP-M

コネク タ側のツ メ

入出力コー ド側の

フ ッ ク
2-5
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3. コ ン ト ロ ー ラ の連結部の カ バー を 開け ま

す。

カバーを ス ラ イ ド させて、 取外し て く だ さ

い。

4. コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト をマルチ コ ン

ト ローラのコネク タに差し込みます。

コネ ク タの形状には方向性があ り ます。 コ ン ト ロー

ラ リ ン クユニ ッ ト の右図の凹部がデータ ス ト レージ

ユニ ッ ト のコネク タ凸部に合 う 向きで差込んで く だ

さい。

5. センサコ ン ト ローラ をス ラ イ ド させて、 コ

ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト のコ ネ ク タ に差

し込みます。

● 取外し

マルチコ ン ト ローラおよびセンサコ ン ト ローラ を、DINレールから取外す方法について

説明し ます。

1. センサコ ン ト ローラ をス ラ イ ド させて、 コ

ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト のコ ネ ク タから

外し ます。

2. コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト をマルチ コ ン

ト ローラのコネク タから外し ます。

3. コ ン ト ローラ連結部に、 カバーを取付けます。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

コ ン ト ローラ

リ ン クユニ ッ ト

（別売）

凹部

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

コ ン ト ローラ

リ ン クユニ ッ ト

（別売）
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4. 入出力コー ド側のフ ッ ク を下に引きます。

5. 入出力コー ド側から持ち上げて、 DINレール

から外し ます。 入出力コー ド側の

フ ッ ク
2-7
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■ 盤面への取付け

パネルマウン ト アダプ タ （別売 　 形ZS-XPM1/XPM2） を使用し て、 盤面に取付ける こ

とができます。

パネルマウン ト アダプ タ 　 p.5-9

1. DINレールにマルチコ ン ト ローラおよびセンサコ ン ト ローラ を取付けます。

p.2-5

盤面に取付ける場合も、 補強のため必ずDINレールを背面に取付けて く だ さい。

2. 盤面の後ろから マルチ コ ン ト ローラ および

センサコ ン ト ローラ を前方へ出し ます。

3. 短いマウン ト アダプ タ をマルチ コ ン ト ロー

ラおよびセンサコ ン ト ローラの穴 （4箇所）

に取付けます。

連結されたすべてのマルチ コ ン ト ローラ およ

びセンサコ ン ト ローラ に、 短いマウン ト アダ

プ タ を取付けて く だ さい。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

盤面

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

パネル

マウン ト

アダプ タ

パネルマウン ト

アダプ タ
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4. 長いマウン ト アダプ タ を短いマウン ト アダ

プ タの穴 （2箇所） に取付けます。

連結された コ ン ト ローラの両脇にのみ、 長い

マウン ト アダプ タ を取付けます。

5. マウン ト アダプ タ を取付けたマルチ コ ン ト

ローラ およびセンサコ ン ト ローラ を、 盤面

の手前から取付けます。

入出力コー ド を挟まないよ う に注意し て く だ

さい。

6. 短いマウン ト アダプ タの穴 （2箇所） に取付

金具のフ ッ ク部を引っかけて、 ネジ を締め

込みます。

連結されているすべてのマルチ コ ン ト ローラ

およびセンサコ ン ト ローラに、 金具を2箇所ず

つ取付けて く だ さい。

7. マルチ コ ン ト ロ ー ラ お よ びセ ン サ コ ン ト

ローラが盤面に固定されている こ と を確認

し ます。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

パネルマウン ト アダプ タ

パネルマウン ト アダプ タ

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

盤面

取付
金具
2-9
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入力 ・ 出力コー ド について

■ 入力 ・ 出力コー ドの配線
入力 ・ 出力コー ドの各配線の内容を次に示し ます。

(1) 電源

DC24V （± 10%） の電源を接続し ます。 PNP タ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出力

のコ モン端子と な り ます。

電源は高電圧が発生し ないよ う に対策 ( 安全超低電圧回路 ) されている直流電源装置

から供給し て く だ さい。

電源装置の推奨品 　 p.1-7

電源は他の機器とは独立し て配線し て く だ さ い。 同一配線または同一ダ ク ト にする

と誘導を受け、 誤動作または破損の原因と な り ます。

連結し て使用する全コ ン ト ローラに対し て同時に電源を供給し て く だ さい。

個別に電源を投入する と正常にチャ ンネル認識されません。

(2) GND

電源用 0V 接続線です。 NPN タ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出力のコ モン端子と

な り ます。

(3) OUT0 （HIGH 出力）

判定結果 （HIGH） を出力し ます。

(4) OUT1 （PASS 出力）

判定結果 （PASS） を出力し ます。

(5) OUT2 （LOW 出力）

判定結果 （LOW） を出力し ます。

(1) 電源

(3) OUT0

(4) OUT1

(5) OUT2

(6) OUT3

(7) OUT4

(8) リ ニア出力

(9) リ ニアGND

(10) IN0

(11) IN1

(12) IN2

(13) IN3

(14) 未使用

(2) GND

茶

青

赤

緑

黒

桃

灰

同軸(黒)

シールド

黄

水色

紫

白

橙

ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル



第
 2

 章
設

置
と

接
続

第2章
入力 ・ 出力コー ド について

zs_mdc.book  11 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
(6) OUT3 （ENABLE 出力）

計測可能な場合に ON し ます。 ENABLE 表示灯と連動し て出力し ます。

(7) OUT4 （BUSY 出力）

ホールド機能を設定し ている場合、 サンプ リ ング中に ON し ます。

セルフ ト リ ガが正常に動作し ているかど うか確認できます。

また、 バン ク切替を実行し た場合、 切替中に ON し ます。

(8) リ ニア出力

計測の結果に応じ た電流または電圧を出力し ます。

(9) リ ニア GND

リ ニア出力用 0V 接続線です。

通常のGNDとは分離し て接地し て く だ さい。

リ ニア出力を使用し ない場合でも、 必ず接地し て く だ さい。

(10)～(14) 　 IN0～IN3

入力信号の割付けを次のパターンから選択できます。

・ 信号の割付け

入出力の割付けを設定する 　 p.3-16

・ 各信号の役割

外部入出力のタ イ ミ ングチャー ト については、センサコ ン ト ローラのユーザーズマニュアルを参照し て

く だ さい。

信号 [標準]を選択時 （初期値） [バン ク]選択時

IN0 外部 ト リ ガ （タ イ ミ ング） 入力 バン ク入力A

IN1 リ セ ッ ト 入力 バン ク入力B

IN2 未使用 未使用

IN3 ゼロ リ セ ッ ト 入力 ゼロ リ セ ッ ト 入力

信号名 説明

外部 ト リ ガ （タ イ ミ ング） 入力 外部機器からの信号入力線です。 ホールド機能のタ イ ミ ングを と るた

めに使用し ます。

リ セ ッ ト 入力 各計測処理、 および出力を リ セ ッ ト し ます。 リ セ ッ ト 入力中は、 判定

出力は非計測時設定にし たがって出力し ます。 ホールド機能を使用し

ている場合、 リ セ ッ ト 入力がONされる と、 ホールド確定前の状態に

戻り ます。

ゼロ リ セ ッ ト 入力 ゼロ リ セ ッ ト の実行、 または解除を行います。

バン ク入力A、 B バン ク を切替える と きに使用し ます。 A、 Bの組合せでバン ク番号を

指定し ます。
2-11
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■ 入出力段回路図

● NPNタ イプ （形ZS-MDC11）
ZS-MDC
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● PNPタ イプ （形ZS-MDC41）
2-13
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設定の流れ

p.2-2

p.3-14

p.3-16
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p.5-2 p.5-3

p.5-5
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設定について
形ZS-MDCの設定は、 マルチコ ン ト ローラ またはスマー ト モニ タZeroから行います。

本書では、 マルチコ ン ト ローラでの設定操作を説明し ています。

スマー ト モニ タZeroの操作は、 CD-ROMに入っているヘルプをご覧 く だ さい。

操作の基礎知識

各種設定を行う前にマルチコ ン ト ローラの基本操作について説明し ます。

■ モー ドの切替えについて
形ZS-MDCの操作モー ド には、 次の3種類があ り ます。 目的に応じ て、 各モー ド に切替

えて操作し て く だ さい。

モー ドの切替えは 「モー ド切替スイ ッ チ」 で行います。

条件を変更後、 モー ド を切替える と、 保存確認メ ッ セージが表示されるので、 必要に応じ て保存し

て く だ さい。 保存せずにマルチコ ン ト ローラの電源を切る と、 設定し た条件はク リ ア されて し まい

ます。 後から ま とめて保存する こ と もできます。

センサコ ン ト ローラのユーザーズマニュアル 　 第3章 　 設定

モー ドの種類 説明

FUNモー ド 計測条件を設定する と きのモー ド です。

RUNモー ド 実際に計測を行う モー ド です。

TEACHモー ド 判定し きい値を設定する と きのモー ド です。
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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■ 表示とキー操作
マルチ コ ン ト ローラにはデジ タル表示部と液晶画面があ り ます。 モー ド によ っ て、 表

示される内容が異な り ます。

● FUNモー ド

液晶画面に、 設定メ ニューを表示し ます。

各メ ニューの先頭に付いている番号がフ ァ ン ク シ ョ ンキーに対応し ます。

右下に” ←→ “が表示されている場合は、 複数ページで構成されています。 ←Lキー、

→Rキーで改ページ し て く だ さい。

キー操作

キーの種類 FUNモー ド

フ ァ ン クシ ョ ンキー 液晶画面に表示される各項目の先頭についている番号を、 ダイ レ ク

ト に選択し ます。

← Lキー

→ Rキー

設定内容によ ってはたら きが変わり ます。

・ 一覧メ ニューの改ページ

・ 数値の桁選択

メ イ ンデジ タル

液晶画面

サブデジ タル

操作キー

デジ タル表示部の見方

メ イ ンデジ タル （上段） には、 選択中のバン ク番号

が表示されます。

FUNモー ド でMENUキーを押すと、 この表示に戻り ま

す。

FUNモー ドの ト ッ プ メ ニュー

メ イ ンデジ タル （下段） には、 選択中のタ スク番号

が表示されます。
3-5
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フ ィ ルタ を[スムーズ]に変更する場合の手順を例にあげて、基本的な操作方法を説明し

ます。

1. [ フ ィ ルタ ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 2を押し ます。

2. [ スムーズ ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン

キー 1を押し ます。

現在選択 されている番号が点滅表示さ

れます。

3. [ON]に該当する フ ァ ン ク シ ョ ンキー2を

押し ます。

設定完了メ ッ セージが表示されます。

4. MENU キーを押すと 1の ト ッ プ メ ニュー

に戻り ます。

ESCキーを押すと 1つ前の画面に戻り ま

す。

↑ UPキー

↓ DOWNキー

数値入力のと き、 数値を変更し ます。

MENUキー FUNモー ドの ト ッ プ メ ニューを表示し ます。

SETキー 設定中の項目を確定し ます。

ESCキー １ つ前のメ ニューに戻り ます。

キーの種類 FUNモー ド
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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● RUNモー ド

メ イ ンデジ タルに計測値を、 サブデジ タルにし きい値などの情報を表示し ます。

MENUキーを押すと、 表示のカス タ マイズ メ ニューが表示されます。

サブデジ タルの表示内容

キー操作

表示内容 説明

シキイチ し きい値選択スイ ッ チに応じ て、 HIGH/LOWし きい値が表示されます。

デンアツ （デン リ ュウ） リ ニア出力される電圧値 （電流値） が表示されます。 電圧/電流値切替スイ ッ

チの切替によ り、 表示する内容が変わり ます。 (こ こ で表示される値は目安で

す。 実際のリ ニア出力値とは異な り ます。 )

ブン カ イ ノ ウ 一定期間の計測値の変動の幅 （ピークtoピーク） が表示されます。

ゲンザイチ ホールド などの処理を加える前の生の計測値が表示されます。

キーの種類 計測値表示 表示のカス タ マイズ メ ニュー

フ ァ ン クシ ョ ンキー 使用し ません。 機能のダイ レ ク ト 選択を行いま

す。

← Lキー

→ Rキー

サブデジ タルの表示を切替えま

す。

設定内容によ ってはたら きが変

わり ます。

・ 一覧メ ニューの改ページ

・ 桁選択

↑ UPキー

↓ DOWNキー

↑UPキー ： ト リ ガ入力を実行し

ます。

↓DOWNキー ： リ セ ッ ト 入力を

実行し ます。

設定内容によ ってはたら きが変

わり ます。

・ 数値の変更

・ 文字の変更
3-7
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● TEACHモー ド

メ イ ンデジ タルに常に計測値を表示し ます。サブデジ タルにはし きい値を表示し ます。

HIGH/LOWどち らのし きい値が表示されるかは、し きい値選択スイ ッ チの位置によ っ て

変わり ます。

キー操作

MENUキー 表示のカス タ マイズ メ ニューを

表示し ます。

表示のカス タ マイズ メ ニューの

ト ッ プに戻り ます。

SETキー ゼロ リ セ ッ ト を実行し ます。 数値を確定し ます。

ESCキー 2秒以上の長押し で、 ゼロ リ セ ッ

ト を解除し ます。

1つ前のメ ニューに戻り ます。

ト ッ プ メ ニューを表示し ている

場合は、 計測値表示に戻り ます。

キーの種類 テ ィ ーチング ダイ レ ク ト IN

フ ァ ン クシ ョ ンキー 使用し ません。 使用し ません。

← Lキー

→ Rキー

使用し ません。 し きい値の数値の桁を選択し ま

す。

↑ UPキー

↓ DOWNキー

使用し ません。 し きい値の数値を変更し ます。

MENUキー 押下時の計測値を し きい値と し

て登録し ます。

使用し ません。

SETキー 使用し ません。 変更中のし きい値を確定し ます。

ESCキー 使用し ません。 変更中のし きい値をキャ ンセル

し ます。

キーの種類 計測値表示 表示のカス タ マイズ メ ニュー
ZS-MDC
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設定項目一覧

本書では、 マルチコ ン ト ローラ固有の機能 「FUNモー ド- ［センシング］」 についてのみ、 説明し ていま

す。 これ以外の機能については、 センサコ ン ト ローラ と同じ ですので、 センサコ ン ト ローラのユーザー

ズマニュアルを参照し て く だ さい。

■ FUNモー ド
計測条件を設定し ます。 タ ス ク選択によ り、 設定でき る項目が異な り ます。 TASK1 を

選択し ている場合は、 タ ス ク共通の項目も含めて全項目が設定できます。 TASK1以外

を選択し ている場合は、 タ スク固有の項目しか設定できません。

● TASK1を選択し ている場合

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照

センシング 割付け - 入力A～入力I p.3-14

演算 個別 OFF、 個別 （入力A～入力I)、

演算 （挟み込み厚み、 段差、

K+mX+nY、 平均、 MAX-MIN）

p.3-15

フ ィ ルタ スムーズ ON OFF、 ON -

平均 1 1、 2、 4、 8、 16、 32、 64、 128、

256、 512、 1024、 2048、 4096

-

微分 OFF OFF、 ON -

出力 スケーリ ング OFF OFF、 ON （自動、 手動） -

ホールド タ イ プ スルー スルー （な し）、 ピーク、 ボ ト ム、

P-P （ピークtoピーク）、 アベレージ、

サンプル

-

ト リ ガ 外部 外部、 セルフア ッ プ、 セルフダウン -

デ ィ レ イ OFF OFF、 ON （T-デ ィ レイ、 T-タ イム） -

ゼロ リ セ ッ ト タ イ プ リ アル リ アル、 ホール ド -

オフセ ッ ト 0 -999.99～999.999 -

FUNモー ド
3-9
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I/O設定 非測定 ク ラ ンプ キープ、 ク ラ ンプ -

判定 ヒ ス 20μm 0～999.999 -

タ イマ OFF OFF、 オフデ ィ レ イ （1～5000ms）、

オンデ ィ レ イ （1～5000ms）、

ワンシ ョ ッ ト （1～5000ms）

-

リ ニア フ ォーカス OFF OFF、 ON -

補正 OFF OFF、 ON （-999～999） -

入力 IN0 ON OFF、 ON -

IN1 ON OFF、 ON

IN2 ON OFF、 ON

IN3 ON OFF、 ON

I/O割付け 入力 タ スク タ ス ク （TASK1～4、 ALL TASK、 な

し）、 機能 （標準、 BANK）

p.3-16

判定出力 TASK1 TASK1～TASK4、 な し

リ ニア出力 TASK1 TASK1～TASK4、 な し

デジ タル出力 - ログ1～9 （な し、 入力A～入力I、

TASK1～TASK4）

バン ク 切替 バン ク1 バン ク1、 バン ク2、 バン ク3、 バン ク4 -

ク リ ア - （BANKの設定内容を初期化） -

システム セーブ - （マルチコ ン ト ローラの設定を保存） -

初期化 （マルチコ ン ト ローラの設定を初期化） -

情報 周期 - （現在の計測周期を表示） -

バージ ョ ン - （マルチコ ン ト ローラのバージ ョ ン

を表示）

-

通信

（RS-232C）

データ長 8ビ ッ ト 8ビ ッ ト 、 7ビ ッ ト -

パリ テ ィ な し な し、 奇数、 偶数 -

ス ト ッ プビ ッ ト 1ビ ッ ト 1ビ ッ ト 、 2ビ ッ ト -

ボーレー ト 38400 9600、 19200、 38400、 57600、

115200

-

デリ ミ タ CR CR、 LF、 CR+LF -

通信 プロ ト コル CompoWay/F CompoWay/F、 無手順 -

ノ ー ド 0 0～16 -

キーロ ッ ク OFF OFF、 ON -

ゼロリ セッ ト メ モリ OFF OFF、 ON -

言語切替 Japanese Japanese、 English -

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照
ZS-MDC
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● TASK1以外を選択し ている場合

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照

センシング 演算 個別 OFF、 個別 （入力A～入力I)、

演算 （挟み込み厚み、 段差、

K+mX+nY、 平均、 MAX-MIN）

p.3-15

フ ィ ルタ スムーズ ON OFF、 ON -

平均 1 1、 2、 4、 8、 16、 32、 64、 128、

256、 512、 1024、 2048、 4096

-

微分 OFF OFF、 ON -

出力 スケーリ ング OFF OFF、 ON （自動、 手動） -

ホールド タ イ プ スルー スルー （な し）、 ピーク、 ボ ト ム、

P-P （ピークtoピーク）、 アベレージ、

サンプル

-

ト リ ガ 外部 外部、 セルフア ッ プ、 セルフダウン -

デ ィ レ イ OFF OFF、 ON （T-デ ィ レイ、 T-タ イム） -

ゼロ リ セ ッ ト タ イ プ リ アル リ アル、 ホール ド -

オフセ ッ ト 0 -999.99～999.999 -

バン ク
(TASK1選択時と同

様)

システム
(TASK1選択時と同

様)

FUNモー ド
3-11
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■ RUNモー ド
RUNモー ド 中にデジ タル表示部に表示する内容を カス タ マイズできます。

表示のカス タ マイズ メ ニューは、 RUNモー ド でMENUキーを押し て呼び出し ます。

■ TEACHモー ド
判定し きい値を設定し ます。

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照

デジ タル 小数桁 3桁 0桁～5桁 -

ECO表示 通常 通常、 ECO、 非表示 -

LCD ON/OFF ON ON、 オー ト OFF、 OFF -

バッ ク ラ イ ト ON ON、 オー ト OFF、 OFF -

カス タ マイズ 上OFF

下OFF

上 ON/OFF、 下 ON/OFF

上段カス タ マイズ、 下段カス タ マイズ

-

ヘルプ - - -

設定内容 初期値 選択肢/設定範囲 参照

テ ィ チング - - -

ダイ レ ク ト IN - -

RUNモー ド

TEACHモー ド
ZS-MDC
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タ スク を選択する
演算式を 「タ スク」 に割付ける こ とによ っ て、 複数の演算 （最大4） を処理する こ とがで

きます(マルチ タ スク処理)。 タ スク選択画面で タ スク選択後、 各設定メ ニューで現在選択

されている タ スクに対し て各種設定を行います。現在選択されている タ スクはサブデジ タ

ルに表示されます。

 FUNモー ド-TOPメ ニューが表示されている状態でESCキー押下

･ RUNモー ド およびTEACHモー ド においては、 表示させる タ スク を選択する こ とができます。 フ ァ ン ク

シ ョ ンキーがタ スクに対応し ていますので、 表示させたいタ スク番号のフ ァ ン クシ ョ ンキーを押し て

く だ さい。 （LCD表示にて現在選択されている タ スクが 「TKX」 と表示されます。）

･ FUNモー ド で設定できる項目は、 選択されている タ スクによ って変わり ます。

TASK1を選択し ている場合は、 タ スク共通の項目も含めて全項目が設定できます。

TASK1以外を選択し ている場合は、 タ スク固有の項目しか設定できません。

タ スク共通の項目は以下のとお り です。

・ ワ リ ツケ

・ ヒ ソ クテイ

・ ハンテイ

・ リ ニア

・ ニュウ リ ョ ク

・ I/Oワ リ ツケ

バン クおよびシステムは、 どのタ スク を選択し ている と きでも変更可能です。

設定値 説明

TASK1 演算式の記憶先と し てTASK1を選択し ます。

TASK2 演算式の記憶先と し てTASK2を選択し ます。

TASK3 演算式の記憶先と し てTASK3を選択し ます。

TASK4 演算式の記憶先と し てTASK4を選択し ます。
3-13
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センシング情報の入手先を設定する
連結し ているどのセンサコ ン ト ローラから情報を入手し、どのよ う な演算を行うかを設定

し ます。

割付けの設定

演算の対象と なるCHを割付けます。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

設定値 説明

ニュウ リ ョ クA （入力A） 入力Aに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 1CH 　 ただ し、 1CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クB （入力B） 入力Bに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 2CH 　 ただ し、 2CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クC （入力C） 入力Cに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 3CH 　 ただ し、 3CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クD （入力D） 入力Dに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 4CH 　 ただ し、 4CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クE （入力E） 入力Eに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 5CH 　 ただ し、 5CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クF （入力F） 入力Fに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 6CH 　 ただ し、 6CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クG （入力G） 入力Gに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 7CH 　 ただ し、 7CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クH （入力H） 入力Hに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 8CH 　 ただ し、 8CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）

ニュウ リ ョ クI （入力I） 入力Iに対象センサコ ン ト ローラ を割付けます。

設定範囲 ： な し、 1CH～ （連結し ている最大CH）

（初期値 ： 9CH 　 ただ し、 9CHが存在し ない場合 “な し” と な り ます）
ZS-MDC
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演算方法の設定

割付け設定で指定されたCHやタ スクに対する演算方法を設定し ます。

 FUNモー ド-[センシング]-[エンザン]

入力 “な し” が設定されている場合は演算の対象と な り ません。

例） 入力Ａ に “な し”、 入力Ｂに “3CH” が割付けられてお り、 Ａ-Ｂが選択されている場合は、 -Ｂ

が演算されます。

設定値 説明

OFF 演算式を設定し ていません。

コベツ （個別） 演算を行わずに特定のCHの計測値をそのまま入力し ます。 対象のCHを選択

し ます。

エンザン

（演算）

アツ ミ （厚み）

K-(X+Y)

挟み込み厚みを設定する場合に選択し ます。 （挟み込み計測）

・ Kの設定範囲 ： 0.000000～999.999999

・ Xの設定範囲 ： 入力A～入力I、 TASK1～TASK4

・ Yの設定範囲 ： 入力A～入力I、 TASK1～TASK4

・ 厚み入力は自動的に設定されます。

厚み入力時は計測状態にな り、 メ イ ンデジ タル表示に現在の厚み値

が表示されます。

したがって、 厚み入力時は計測可能な状態で入力し て く だ さい。

ダンサ （段差）

X-Y

段差計測を設定する場合に選択し ます。 （段差計測）

・ Xの設定範囲 ： 入力A～入力I、 TASK1～TASK4

・ Yの設定範囲 ： 入力A～入力I、 TASK1～TASK4

K+mX+nY 係数を自由に設定し てXとYの値を演算する場合に選択し ます。

・ Kの設定範囲 ： -999999～999999

・ mの設定範囲 ： -10.0～10.0

・ nの設定範囲 ： -10.0～10.0

・ Xの設定範囲 ： 入力A～入力I、 TASK1～TASK4

・ Yの設定範囲 ： 入力A～入力I、 TASK1～TASK4

ヘイキン

（平均高さ計測）

入力A～入力I、 およびTASK1～TASK4の値を平均する場合に選択し ます。

各入力、 各TASKにON/OFFを設定し ます。 ONに設定し た入力およびTASKの

平均を算出し ます。

MAX-MIN

（平坦度計測）

入力A～入力Iの値で、 最大と最小の値を減算する場合に選択し ます。

各入力、 各TASKにON/OFFを設定し ます。 ONに設定し た入力およびTASKの

平均を算出し ます。
3-15
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入出力の割付けを設定する

外部信号入力でバン クの切替え

外部入力に対する タ スク または機能を設定し ます。

スマー ト モニ タ Zeroを使用すれば、 [バン ク]を選択し ている場合のIN2およびIN3の機能割り付けを変更

できます。 詳細はスマー ト モニ タZeroのヘルプをご覧 く だ さい。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ニュウ リ ョ ク]

バン ク入力AおよびBは、 次の組み合わせでバン ク を選択できます。

･ 入力状態が変化し てから0.5秒後に、 バン ク切替え動作が開始されます。

･ バン ク切替え時間は最大約10秒です。

･ バン ク切替中はBUSY出力がON状態と な り ます。

設定値 説明

タ スク 外部入力線を有効にする タ スク を選択し ます。 ただ し、 リ セ ッ ト 入力、 バン ク入

力は常時全タ スクに影響し ます。

設定範囲 ： TASK1～TASK4、 TASK-ALL

キ ノ ウ

（機能）

ヒ ョ ウジュ ン

（標準）

従来同様の外部入力機能を使用し たいと きに選択し ます。 （初期値）

IN0 IN1 IN2 IN3

外部 ト リ ガ （タ イ

ミ ング） 入力

リ セ ッ ト 入力 未使用 ゼロ リ セ ッ ト 入力

バン ク 外部入力からバン ク切替え し たい場合に選択し ます。

IN0 IN1 IN2 IN3

バン ク入力Ａ バン ク入力B 未使用 ゼロ リ セ ッ ト 入力

選択されるバン ク バン ク入力A バン ク入力B

BANK1 OFF OFF

BANK2 OFF ON

BANK3 ON OFF

BANK4 ON ON
ZS-MDC
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出力の割付けを変更

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

リ ニア出力の割付けを変更

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ ニア]

デジ タル出力について

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[デジ タル]-[ログ1～9]

設定値 説明

TASK1

TASK2

TASK3

TASK4

こ こ で選択し た タ スクの計測値をマルチコ ン ト ローラの判定結果と し て出力し ま

す。

設定値 説明

TASK1

TASK2

TASK3

TASK4

こ こ で選択し た タ スクの計測値をマルチコ ン ト ローラから リ ニア出力し ます。

設定値 説明

な し

入力A～入力I

TASK1～TASK4

CompoWay/Fまたは無手順のフ ローデータ コ マン ド を使って、 複数データ を一括

し て外部機器に出力し たい場合に設定し ます。

出力し たい入力A～IまたはTASK1～4を、 ログ1～9に割当てます。 フ ローデータ

コマン ドが入力される と、 ログ1～9の順に連続し て出力されます。

（入力A～Iをすべて割付けた状態で、 ログ1～9に入力A～Iを設定する と、 9CHの

データ を一括し て出力できます。）

フ ローデータ コマン ドの詳細は、 別冊の 「通信コ マン ド リ フ ァ レンス」 をご覧 く

ださい。

なお、 スマー ト モニ タZero Professionalで多CH波形描画やロギングをする場合は、

スマー ト モニ タZero Professionalで設定し た内容が自動的にこの設定に反映され

ます。
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第 4 章

アプ リ ケーシ ョ ンの設定例
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第4章
多点の厚み （挟み込み厚み） を計測する

zs_mdc.book  2 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
多点の厚み （挟み込み厚み） を計測する
ワークの3個所で挟み込み厚みを計測し、 それぞれ計測し た厚み値の差 （最大値－最小値）

を演算する場合の設定例です。 演算モー ド には、 [アツ ミ ]と[MAX-MIN]を使います。

センサヘ ッ ド、 センサコ ン ト ローラの接続と設置の方法については、「LDC 　 ユーザーズマニュアル」 を

参照し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

1. 演算式に使用する入力A～入力Fにコ ン ト ローラ

のCH番号を割当てます。

ニュウ リ ョ クA ： 1CH

ニュウ リ ョ クB ： 2CH

ニュウ リ ョ クC ： 3CH

ニュウ リ ョ クD ： 4CH

ニュウ リ ョ クE ： 5CH

ニュウ リ ョ クF ： 6CH
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 MENUキー -ESCキーを押す

2. [TASK1]を選択し ます。

 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[アツ ミ ]

3. TASK1の演算式を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クA

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クB

4. 1組目のセンサの場所に厚みがわかっている

ワーク を設置し ます。

5. [アツ ミ （厚み） ]を選択し ます。

6. ワークの厚みを入力し ます。

液晶には、 設置し たワークの厚みが表示されま

す。 表示値を参考に し て、 厚み値を入力し て く

だ さい。

7. SETキーを押し て確定し ます。

8. 2～7 と同じ手順で、 TASK2、 TASK3 を設定し ま

す。

（TASK2） 入力Xに入力C、 入力Yに入力D

（TASK3） 入力Xに入力E、 入力Yに入力F
4-3
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第4章
多点の厚み （挟み込み厚み） を計測する

zs_mdc.book  4 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
 MENUキー -ESCキーを押す

9. TASK4 に 3 箇所の厚みの差を求める演算式を設

定するために、 [TASK4]を選択し ます。

 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[MAX-MIN]

10. 差を求めたいタ スク1～タ スク3をONに、 それ以

外はOFFに設定し ます。

･演算結果を判定出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

11. 厚 み の 差 に 対 し て 判 定 出 力 を 行 え る よ う、

[TASK4]を選択し ます。

･演算結果を リ ニア出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ二ア]

11. 厚みの差を リ ニア出力できるよ う [TASK4] を選

択し ます。

通信コマン ド を使えば、 各CHの計測結果を一括取得できます。
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相対段差を計測する
ワークの3個所で高さ を計測し て、 それぞれ計測し た値の差 （段差） を演算する場合の設

定例です。 演算式には、 [ダンサ] （X-Y） を使います。

センサヘ ッ ド、 センサコ ン ト ローラの接続と設置の方法については、「LDC 　 ユーザーズマニュアル」 を

参照し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

1. 演算式に使用する入力 A ～入力 C にコ ン ト ロー

ラのCH番号を割当てます。

ニュウ リ ョ クA ： 1CH

ニュウ リ ョ クB ： 2CH

ニュウ リ ョ クC ： 3CH

 MENUキー -ESCキーを押す

2. [TASK1]を選択し ます。
4-5
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zs_mdc.book  6 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[ダンサ]

3. TASK1の演算式を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クA

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クB

4. 2～3と同じ手順で、 TASK2を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クB

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クC

5. 2～3と同じ手順で、 TASK3を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クC

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クA

･演算結果を判定出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

6. 出力し たい内容に応じ て TASK1、 TASK2、 また

はTASK3を選択し ます。

A点とB点との差を判定出力し たい場合 ： ワ リ ツ

ケにTASK1を設定

B点とC点との差を判定出力し たい場合 ： ワ リ ツ

ケにTASK2を設定

C点とA点との差を判定出力し たい場合 ： ワ リ ツ

ケにTASK3を設定
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･演算結果を リ ニア出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ二ア]

6. 出力し たい内容に応じ て TASK1、 TASK2、 また

はTASK3を選択し ます。

A点とB点との差を判定出力し たい場合 ： ワ リ ツ

ケにTASK1を設定

B点とC点との差を判定出力し たい場合 ： ワ リ ツ

ケにTASK2を設定

C点とA点との差を判定出力し たい場合 ： ワ リ ツ

ケにTASK3を設定

通信コマン ド を使えば、 各CHの計測結果を一括取得できます。
4-7
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基準段差を計測する
ワークの3個所で高さ を計測し、 1個所を基準の高さ と し て、 その基準高さの値と他の2個

所との差 （段差） を演算する場合の設定例です。演算式には、[ダンサ] （X-Y） を使います。

センサヘ ッ ド、 センサコ ン ト ローラの接続と設置の方法については、「LDC 　 ユーザーズマニュアル」 を

参照し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

1. 演算式に使用する入力 A ～入力 C にコ ン ト ロー

ラのCH番号を割当てます。

ニュウ リ ョ クA ： 1CH

ニュウ リ ョ クB ： 2CH

ニュウ リ ョ クC ： 3CH

 MENUキー -ESCキーを押す

2. [TASK1]を選択し ます。
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 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[ダンサ]

3. TASK1の演算式を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クA

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クB

4. 2～3と同じ手順で、 TASK2を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クA

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クC

･演算結果を判定出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

5. 出力し たい内容に応じ てTASK1またはTASK2 を

選択し ます。

A点 （基準点） とB点との差を判定出力し たい場

合 ： ワ リ ツケにTASK1を設定

A点 （基準点） とC点との差を判定出力し たい場

合 ： ワ リ ツケにTASK2を設定

･演算結果を リ ニア出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ二ア]

5. 出力し たい内容に応じ てTASK1またはTASK2 を

選択し ます。

A点 （基準点） と B点との差を出力し たい場合 ：

ワ リ ツケにTASK1を設定

A点 （基準点） と C点との差を出力し たい場合 ：

ワ リ ツケにTASK2を設定

通信コマン ド を使えば、 各CHの計測結果を一括取得できます。
4-9
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zs_mdc.book  10 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
平坦度を計測する
ワークの9個所で高さ を計測し、 それぞれ計測し た差 （最大値－最小値） を演算する設定

例です。 演算モー ド には、 [MAX-MIN]を使います。

センサヘ ッ ド、 センサコ ン ト ローラの接続と設置の方法については、「LDC 　 ユーザーズマニュアル」 を

参照し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

1. 演算式に使用する入力A～入力Iにコ ン ト ローラ

のCH番号を割当てます。

ニュウ リ ョ クA ： 1CH

ニュウ リ ョ クB ： 2CH

ニュウ リ ョ クC ： 3CH

ニュウ リ ョ クD ： 4CH

ニュウ リ ョ クE ： 5CH

ニュウ リ ョ クF ： 6CH

ニュウ リ ョ クG ： 7CH

ニュウ リ ョ クH ： 8CH

ニュウ リ ョ クI ： 9CH
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 MENUキー -ESCキーを押す

2. [TASK1]を選択し ます。

 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[MAX-MIN]

3. 平坦度を求めたい入力A～入力IをONに、 それ以

外はOFFに設定し ます。

･演算結果を判定出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

4. 平坦度計測に対 し て判定出力 を 行え る よ う、

[TASK1]を選択し ます。

･演算結果を リ ニア出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ二ア]

4. 平坦度計測を リ ニア出力できるよ う [TASK1] を

選択し ます。

通信コマン ド を使えば、 各CHの計測結果を一括取得できます。
4-11
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平均高さ を計測する

zs_mdc.book  12 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
平均高さ を計測する
ワークの3個所で高さ を計測し、 それぞれ計測し た高さ値の平均を演算する設定例です。

演算モー ド には、 [ヘイキン]を使います。

センサヘ ッ ド、 センサコ ン ト ローラの接続と設置の方法については、「LDC 　 ユーザーズマニュアル」 を

参照し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

1. 演算式に使用する入力 A ～入力 C にコ ン ト ロー

ラのCH番号を割当てます。

ニュウ リ ョ クA ： 1CH

ニュウ リ ョ クB ： 2CH

ニュウ リ ョ クC ： 3CH

 MENUキー -ESCキーを押す

2. [TASK1]を選択し ます。
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 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[ヘイキン]

3. 平均を求めたい入力A～入力CをONに、それ以外

をOFFに設定し ます。

･演算結果を判定出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

4. 平均値に対し て判定出力を行えるよ う [TASK1]

を選択し ます。

･演算結果を リ ニア出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ ニア]

4. 平均値を リ ニア出力できるよ う [TASK1] を選択

し ます。

通信コマン ド を使えば、 各CHの計測結果を一括取得できます。
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zs_mdc.book  14 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
ワークのねじれを計測する
ワーク 4箇所で高さ を計測し て、 それぞれ計測し た値の差 （ねじれ） を演算する場合の設

定例です。 演算式には、 [X-Y]を使います。

センサヘ ッ ド、 センサコ ン ト ローラの接続と設置の方法については、「LDC 　 ユーザーズマニュアル」 を

参照し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

1. 演算式に使用する入力 A ～入力 C にコ ン ト ロー

ラのCH番号を割当てます。

ニュウ リ ョ クA ： 1CH

ニュウ リ ョ クB ： 2CH

ニュウ リ ョ クC ： 3CH
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 MENUキー -ESCキーを押す

2. [TASK1]を選択し ます。

 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[ダンサ]

3. TASK1の演算式を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クA

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クB

4. 2～3と同じ手順で、 TASK2を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クD

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クC

5. 2～3と同じ手順で、 TASK3を設定し ます。

ニュウ リ ョ クX ： タ スク1

ニュウ リ ョ クY ： タ スク2
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･演算結果を判定出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

6. ねじれに対し て判定出力を行えるよ う、[TASK3]

を選択し ます。

･演算結果を リ ニア出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ ニア]

6. ねじれの値を リ ニア出力できるよ う [TASK3] を

選択し ます。

通信コマン ド を使えば、 各CHの計測結果を一括取得できます。
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ワークの反り を計測する
下図の例ではワーク両端 （入力A点、 入力C点） の平均距離値と中央の距離値 （入力B点）

の差を反り量と し ています。演算式：Z=B-（A+C）/2。実際の設定では演算モー ド 「K+mX+nY」

を使います。

センサヘ ッ ド、 センサコ ン ト ローラの接続と設置の方法については、「LDC 　 ユーザーズマニュアル」 を

参照し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ワ リ ツケ]

1. 演算式に使用する入力 A ～入力 C にコ ン ト ロー

ラのCH番号を割当てます。

ニュウ リ ョ クA ： 1CH

ニュウ リ ョ クB ： 2CH

ニュウ リ ョ クC ： 3CH
4-17
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 MENUキー -ESCキーを押す

2. [TASK1]を選択し ます。

 [センシング]-[エンザン]-[エンザン]-[K+mX+nY]

3. TASK1の演算式を設定し ます。

ニュウ リ ョ クK ： 0

ニュウ リ ョ クm ： 1

ニュウ リ ョ クn ： 1

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クA

ニュウ リ ョ クY ： ニュウ リ ョ クC

4. 2～3と同じ手順でTASK2を設定し ます。

ニュウ リ ョ クK ： 0

ニュウ リ ョ クm ： 1

ニュウ リ ョ クn ： -0.5

ニュウ リ ョ クX ： ニュウ リ ョ クB

ニュウ リ ョ クY ： TASK1
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･演算結果を判定出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[ハンテイ]

5. 反り に対し て判定出力を行えるよ う 、[TASK2]を

選択し ます。

･演算結果を リ ニア出力し たい場合

 [I/Oセ ッ テイ]-[I/Oワ リ ツケ]-[リ ニア]

5. 反りの値を リ ニア出力できるよ う [TASK2] を選

択し ます。

通信コマン ド を使えば、 各CHの計測結果を一括取得できます。
4-19
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故障かな？と思ったら
こ こ では、 ハー ド に関する一時的な ト ラ ブルの対処方法を示し ます。 修理に出す前に、 ま

ずお確かめ く だ さい。

現象 原因と対処法 参照

稼働中に再起動される ・ 電源装置は正し く 接続されていますか？ p.2-10

外部へ判定を出力できない ・ 各コー ドは正し く 接続されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

・ リ セ ッ ト 入力が短絡し ていませんか？

p.2-10

入力信号を受付けない ・ 各コー ドは正し く 配線されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

p.2-10

パソ コ ン と通信できない ・ USBケーブルは正し く 接続されていますか？

・ RS-232Cケーブルは正し く 配線されていますか？
―

リ ニア出力レベルがおかしい ・ センサコ ン ト ローラの電圧／電流切替スイ ッ チは正しい側に入っ

ていますか？

・ フ ォーカス設定での電圧／電流選択は正しいですか？

リ ニア出力レベルの微調整をする こ と も可能です。

p.1-8

―

メ イ ンデジ タルの表示が"-----"

の状態のままになる

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[ガイブ]のと き、 タ イ ミ

ングは入力されていますか？

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[セルフ ア ッ プ]または[セ

ルフダウン]のと き、 セルフ ト リ ガレベルは適切な値が設定され

ていますか？

―

計測値が日や時刻によ って変動

し、 安定し ない

・ 温度特性の影響が考えられます。 定期的に基準対象物でゼロ リ

セ ッ ト を実行し、 補正するよ う にし て く だ さい。
―

ZS-MDC
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エラー メ ッ セージ と その処置

■ メ イ ンデジ タルに[Error]と表示された場合

■ メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの全桁が点滅し ている場合

■ その他

表示内容 原因 対策

液晶画面(上段) カデン リ ュウヲケンチ 判定出力のいずれかまたはす

べてが短絡状態になっていま

す。

負荷短絡状態を解除し て く だ さ

い。

(負荷短絡状態解除後、 自動復帰し

ます。）

ケイ ソ クデータ エラー 演算入力に割付けられたCHの

いずれか （またはすべて） が

計測できない状態になってい

ます。

演算入力に割付けられたCHの計測

状態を確認し て、 すべて計測可能

な状態にし て く だ さい。

表示内容 原因 対策

液晶画面 SYSTEM ERROR

CONNECT

コ ン ト ローラが接続されていま

せん。

コ ン ト ローラ を接続し て く だ さ

い。

SYSTEM ERROR

BANK DATA

センサコ ン ト ローラ内部のバン

クデータが異常です。

UPキーを3秒間押下後、 DOWN

キーを3秒間押下し て く だ さい。

イニシ ャ ラ イズ終了後電源再投

入で復帰し ます。

SYSTEM ERROR

MAIN COM

内部異常です。 電源を再投入し て く だ さい。

表示内容 原因 対策

LCD上段 ヒ ョ ウジケ タ ヲ コ エテイマス 計測結果が表示される桁数

を超えている。

小数点桁設定を変更し て く だ

さい。

メ イ ンデジ タル －－－－－－ ・ 計測待ち

・ どの入力にもCHが割付け

られていない。

（割付け設定がすべて

“な し” に設定されてい

る。）

・ ホールド を設定し ている と き

はサンプ リ ングを開始し、

ホールド値を確定し て く だ さ

い。

・ CH割付けを実行し て く だ さ

い。
5-3
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Q&A

ご質問 お答え

スケーリ ング実行時、 エラーが表示され設定で

きません。

次の理由のため、 スケーリ ングを設定できません。

・ 測定範囲外でスケーリ ングを実行し よ う と し た。

・ ２ 点スケーリ ング実行時に ２ 点の測定値の間隔が定格測

定範囲の1%以上離れていない。

フ ォーカス実行時、 エラーが表示され、 設定で

きません。

指定し た ２ 点間の距離が定格測定範囲の1%以上離れていな

いと きは、 モニ タ フ ォーカスを設定できません。
ZS-MDC
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用語解説

用語 解説

計測値 RUNモー ド またはTEACHモー ド でマルチコ ン ト ローラのメ イ ンデジ タルに表示される演

算結果のこ と です。 ホールド など設定されている各種機能が処理された時点での値にな

り ます。

 p.3-7

現在値 対象のマルチコ ン ト ローラでの現在の演算値のこ と です。

ホールド など設定されている各種機能が処理される前の演算値にな り ます。

RUNモー ド ではLキーまたはRキーを押すこ とによ り、 サブデジ タルに表示する こ と もで

きます。

p.3-7

判定出力 HIGH/PASS/LOW出力の総称です。 RUNモー ド またはTEACHモー ド で、 表示値を元にし き

い値 ・ ヒ ス幅 ・ タ イマの設定に応じ て出力されます。

スマー ト モニ タ

Zero

パソ コ ン用のソ フ ト です。

形ZS-MDCと通信し、 マルチコ ン ト ローラおよび連結されているセンサコ ン ト ローラの計

測条件の設定、 設定データの保存、 計測結果のグラ フ表示ができます。
5-5
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仕様 ・ 外形寸法

マルチコ ン ト ローラ

形ZS-MDC11/MDC41

(単位 ： mm)
ZS-MDC
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項目 形ZS-MDC11 形ZS-MDC41

入出力タ イプ NPNタ イ プ PNPタ イプ

平均回数 1/2/4/8/16/32/64/128/256/512/1024/2048/4096 回

センサヘ ッ ド接続台数 接続不可

センサコ ン ト ローラ接続可能バージ ョ ン Ver2.0以上

センサコ ン ト ローラ接続台数 最大9台

（連結には、 コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト が必要）

外部

I/F

接続方式 シ リ アルI/Oはコネク タ方式

その他はコー ド引き出し方式 （標準コー ド長 ： 2m）

シ リ アルI/

O

USB2.0 1ポー ト 、 FULL SPEED[12Mbps]、 MINI-B

RS-232C 1ポー ト 、 最大115200bps

出力 判定出力

（HIGH/PASS/LOW 3

出力）

NPNオープン コ レ ク タ、 DC30V 

50mA max. 残留電圧1.2V以下

PNPオープン コ レ ク タ、 

50mA max. 残留電圧1.2V以下

リ ニア出力 電圧 ・ 電流出力の2とお りから選択

（下面スラ イ ド スイ ッ チにて切替）

・ 電圧出力時 ： -10～+10V 　 出力イ ンピーダンス ： 40Ω

・ 電流出力時 ： 　 4～20mA 　 最大負荷抵抗 ： 300Ω

入力 ZEROリ セ ッ ト 入力

（ZEROリ セ ッ ト 実行

/解除）

ON時 ： 0V短絡または1.5V以下

OFF時 ： 開放 （漏れ電流0.1mA以下）

ON時 ： 電源電圧短絡または

電源電圧-1.5V以下

OFF時 ： 開放 （漏れ電流

0.1mA以下）タ イ ミ ング入力

（ホールド機能有効

時のサンプ リ ング期

間指定）

RESET入力

（ホールド状態のリ

セ ッ ト ）

状態表示灯 HIGH （橙色）、 PASS （緑色）、 LOW （橙色）、

LDON （緑色）、 ZERO （緑色）、 ENABLE （緑色）

セグ メ ン ト 表示 メ イ ンデジ タル表示 8セグ メ ン ト 赤色表示、 6桁

サブデジ タル表示 8セグ メ ン ト 緑色表示、 6桁

液晶表示 16桁×2行、 文字色 ： 緑、 1文字あた りの解像度 ： □5×8ピ クセル

設定入力 設定キー 方向キー （UP/DOWN/LEFT/RIGHT 4方向）、 SETキー、 ESCキー、

MENUキー、 フ ァ ン クシ ョ ンキー （1～4）

スラ イ ド スイ ッ チ し きい値選択スイ ッ チ （H/L 2ステー ト ）

モー ド切替スイ ッ チ （FUN/TEACH/RUN 3ステー ト ）

電源電圧 21.6V～26.4V （リ ッ プル含む）

消費電流 0.5A以下

絶縁抵抗 リー ド線一括と コ ン ト ローラケース間 ： 20MΩ （250Vメ ガにて）

耐電圧 リー ド線一括と コ ン ト ローラケース間 ： AC1000V 　 50/60Hz 　 1min

耐ノ イズ性 1500Vp-p、 パルス幅0.1μs/1μs、 立ち上がり ： 1nsのパルス

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃(耐久) 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

周囲温度 動作時 ： 0～50℃

保存時 ： -15～+60℃ （ただ し、 氷結、 結露し ないこ と）
5-7
ZS-MDC

ユーザーズマニュアル



5-8

第
 5

 章
付

　
録

第5章
仕様 ・ 外形寸法

zs_mdc.book  8 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
周囲湿度 動作時 ・ 保存時各35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

材質 筐体 ： ポリ カーボネイ ト (PC)

コー ド長 2m

質量 約280g （梱包材 ・ 付属品含まず）

項目 形ZS-MDC11 形ZS-MDC41
ZS-MDC
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パネルマウン ト アダプ タ

形ZS-XPM1/XPM2

盤面に取付ける場合の寸法図

項目 形ZS-XPM1(1台目用) 形ZS-XPM2(2台目以降増設用)

外観

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ポリ カーボネイ ト (PC)、 他

質量 約50g

(単位 ： mm)
5-9
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パソ コ ン接続用RS-232Cケーブル

形ZS-XRS2

項目 形ZS-XRS2

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 1min

絶縁抵抗 100MΩ （DC500Vメ ガにて）

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケーブル被覆部 ： 耐熱塩化ビニル(PVC)

質量 約50g

10 1
嵌合部

(単位 ： mm)
ZS-MDC
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コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト

形ZS-XCN

項目 形ZS-XCN

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ポリ カーボネイ ト （PC）、 他

質量 約10g

(単位 ： mm)
5-11
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zs_mdc.book  12 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分
バージ ョ ンア ッ プ情報
ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンア ッ プ内容について説明し ます。

■ Ver1.00→Ver1.50

* ： センサコ ン ト ローラのユーザーズマニュアル参照

■ Ver1.50→Ver2.00

* ： センサコ ン ト ローラのユーザーズマニュアル参照

変更点 参照

タ スク設定機能を追加 p.3-13

最大9CHのセンサコ ン ト ローラの情報を演算可能 p.3-14

演算の種類に、 平均高さ計測や柔軟な演算式を設定でき る 「K+mX+nY」 を追加 p.3-15

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ機能を追加 *

入力信号設定機能を追加 *

入出力の割付け機能を追加 p.3-16

変更点 参照

通信仕様に、 RS-232Cの 「デリ ミ タ」、 プロ ト コルの 「CompoWay/F」 「無手順」、 「ノ ー ド」 を

追加

*

データ ス ト レージユニ ッ ト (形ZS-DSU)に対応 -

スマー ト モニ タZero Professionalに対応 -
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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B
BUSY 出力 2-11

E
ENABLE

LED 1-8
出力 2-11

F
FUN モー ド 3-5

H
HIGH

LED 1-9
出力 2-10

I
I/O ワ リ ツケ 3-16, 3-17

K
K+mX+nY

演算 3-15

L
LD ON 1-8
LOW

LED 1-9
出力 2-10

O
OUT0 ～ 4 2-10

P
PASS

LED 1-9
出力 2-10

R
RS-232C

ケーブル外形寸法 5-10
コネク タ 1-9

RUN モー ド 3-7

T
TEACH モー ド 3-8

U
USB

ポー ト 1-9

あ
厚み

演算 3-15

え
液晶操作画面

名称 3-5
エンザン 3-15
延長コー ド 5-11

か

き
基本構成 1-7

こ
コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト

仕様 ・ 外形寸法 5-11
接続 2-5

さ

さ
サブデジ タル 3-5

し
し きい値

表示 3-7
し きい値選択スイ ッ チ 1-9
出力コー ド 2-10

せ
ゼロ リ セ ッ ト

LED 1-8
センシング 3-14

そ
操作キー 3-5

た

た
タ スク 3-13
段差

演算 3-15
5-13
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て
デジ タル出力 3-17
電圧／電流切替スイ ッ チ 1-9
電圧表示 3-7
電源 1-7
電流表示 3-7

な

に
入出力段回路図 2-12
ニュウ リ ョ ク 3-14
入力コー ド 2-10

は

は
配線 2-10
バン ク切替え 3-16
判定出力 3-17

ふ
フ ェ ラ イ ト コ ア

マルチコ ン ト ローラ 2-3

へ
平均高さ計測

演算 3-15
平坦度計測

演算 3-15

ま

ま
マルチコ ン ト ローラ

各部の名称 1-8
仕様 ・ 外形寸法 5-6
設置 2-4
フ ェ ラ イ ト コ アを装着する 
2-3

め
メ イ ンデジ タル 3-5

も
モー ド切替スイ ッ チ 3-4

ら

り
リ ニア出力 3-17

れ
レーザ点灯 LED 1-8
連結部 1-9

ろ
ログ 3-17

わ

わ
ワ リ ツケ 3-14
ZS-MDC
ユーザーズマニュ アル
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号と増刷記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているMan. No.の末尾に

付記されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2004年4月 初版

A ② 2004年5月 誤記訂正

B ① 2004年9月
ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンア ッ プに伴う機能追加 （Ver2.00）

形ZS-MDC41の情報を追加

B ② 2005年3月 PL標記改訂、 軽微修正

B ③ 2008年1月 軽微修正

B ④ 2010年4月 軽微修正

C (Web版1) 2015年8月 規格対応による商品の説明の追加

D ① 2016年1月 規格対応による商品の説明の追加

①SCHE-710DMan. No.

zs_mdc.book  16 ページ  ２０１５年１２月２３日　水曜日　午前９時５１分





インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

●その他のお問い合わせ
納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社
担当オムロン販売員にご相談ください。
オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページで
ご案内しています。

●製品に関するお問い合わせ先

　■営業時間：8:00～21:00　　　■営業日：365日

●FAXやWebページでもお問い合わせいただけます。

携帯電話・PHS・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

電話 055-982-5015（通話料がかかります） オムロン商品のご用命は

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。

www.fa.omron.co.jp
緊急時のご購入にもご利用ください。

本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。
本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認（又は
役務取引許可）が必要です。

●

●

 FAX 055-982-5051 / www.fa.omron.co.jp

お客様相談室 クイック オムロン

0120-919-066

SCHE-710D 2016年1月現在 ①YQ○Man. No.
2004-2016
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